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(57)【要約】
　本発明は、テキスタイル、特に織布、不織布または編物および合成皮革上に通気性コー
ティングフィルムを形成するのに有用な液状シリコーンゴム（ＬＳＲ）組成物、およびテ
キスタイル上に通気性コーティングフィルムを形成する方法に関する。このコーティング
フィルムは湿気透過性および防水性を示すことを特徴とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　テキスタイル上に通気性コーティングフィルムを形成するのに有用な液状シリコーンゴ
ム（ＬＳＲ）組成物であって、
　（Ａ）各分子内に少なくとも２個のアルケニルラジカルを含有する液体ポリジオルガノ
シロキサン１００質量部、
　（Ｂ）該成分（Ａ）中のすべてのアルケニルラジカルの総量に対する当該成分中の珪素
結合水素原子の総数のモル比が０．５：１～２０：１である量の、各分子内に少なくとも
３個の珪素結合水素原子を含有するオルガノハイドロジェンポリシロキサン、
　（Ｃ）該成分（Ａ）、該成分（Ｂ）、成分（Ｄ）および成分（Ｅ）の合計１００質量部
当たり０．１～１０質量部の熱膨張性マイクロカプセル、
　（Ｄ）ヒドロシリル化触媒、および
　（Ｅ）該成分（Ａ）の量を基準として、０～５０質量部の補強性充填剤
を含む、液状シリコーンゴム（ＬＳＲ）組成物。
【請求項２】
　前記テキスタイルが、織布、不織布、編物または合成皮革である、請求項１に記載の液
状シリコーンゴム組成物。
【請求項３】
　テキスタイル上に通気性コーティングフィルムを形成する方法であって、
　請求項１に記載のコーティング組成物を調製する工程、および
　該コーティング組成物をテキスタイルに塗布し、成分（Ｃ）を硬化および膨張させるの
に十分な温度で加熱してコーティングを硬化および発泡させて気泡を形成する工程
を含む、テキスタイルの表面に通気性コーティングフィルムを形成する方法。
【請求項４】
　前記テキスタイルが、織布、不織布、編物または合成皮革である、請求項３に記載のテ
キスタイルの表面に通気性コーティングフィルムを形成する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、テキスタイル、特に、織布、不織布または編物および衣料用の合成皮革上に
通気性コーティングフィルムを形成するのに有用な液状シリコーンゴム（ＬＳＲ）組成物
、およびテキスタイル上に通気性コーティングフィルムを形成する方法に関する。用語「
通気性コーティングフィルム（breathable coating film）」とは、水蒸気を透過するが
水滴を透過させないコーティングフィルムを意味する。
【背景技術】
【０００２】
　液状シリコーンゴム（「ＬＳＲ」）は、シリコーン産業分野において広く知られており
、液体形態で入手可能であり、硬化してシリコーンエラストマーを形成する。ＬＳＲは、
柔軟な感触および洗濯耐久性のため、織物分野で多く使用されている。したがって、ＬＳ
Ｒ被覆テキスタイル、例えば、織布、不織布または編物および合成皮革は、衣服、靴、家
具の室内装飾品、例えば、シーツ、椅子、ソファなどに有用であった。
【０００３】
　ＬＳＲコーティングは、シリコーンエラストマー自体の固有の特性として、ガス透過性
および撥水性を有する。しかし、ＬＳＲコーティングの水蒸気透過性が依然として低いた
めに、ＬＳＲ被覆衣類は雨水を発散させる利点はあるが、ＬＳＲ被覆衣類では汗による水
蒸気を十分に排出することはできなかった。したがって、衣類市場において十分満足でき
なかった。
【０００４】
　本発明は、（Ａ）各分子内に少なくとも２個のアルケニルラジカルを含有する液体ポリ
ジオルガノシロキサン、（Ｂ）各分子内に少なくとも３個の珪素結合水素原子を含有する
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オルガノハイドロジェンポリシロキサン、（Ｃ）熱膨張性マイクロカプセルおよび（Ｄ）
ヒドロシリル化触媒、ならびに、必要に応じて、（Ｅ）補強性充填剤を含むＬＳＲコーテ
ィング組成物を調製し、該ＬＳＲコーティング組成物をテキスタイル、例えば、織物およ
び合成皮革の上にコーティングし、該ＬＳＲコーティング組成物を該テキスタイル上で硬
化／発泡させることにより達成された。
【０００５】
　米国特許第５２４６９７３号には、熱膨張性中空プラスチック微細粒子を含有するＬＳ
Ｒ組成物が、シリコーンゴム発泡生成物を提供し、これが、毒性および／または副産物で
ある分解ガスのような問題を起こすことなく発泡可能であり、そして軽量で卓越した耐熱
性と耐候性を示して広範囲な用途、例えば、自動車部品、シール（seal）、パッキング、
ガスケット、Ｏリング、ならびに従来のシリコーンゴム発泡体に使用されることが開示さ
れている。この米国特許は、テキスタイルの適用における発泡性組成物の使用については
示唆していない。
【０００６】
　米国特許第６４２００３７号は、エアバック用ＬＳＲコーティング組成物を開示する。
エアバックのコーティングフィルムの表面粘着性を減少させるために球体粉末、例えば、
中空アルミノシリケート粉末、ガラス球体、シリカ球体、中空プラスチック球体などを含
有するこの組成物を、エアバック織物に塗布したが、この場合、エアバック中に充填され
たガスが漏出してはならない。しかし、この米国特許は、より高い水蒸気透過性が要求さ
れる織物適用におけるＬＳＲ組成物の使用を教示していない。
【発明の開示】
【０００７】
　本発明は、テキスタイル、特に、織布、不織布または編物および合成皮革上に通気性コ
ーティングフィルムを形成するのに有用な液状シリコーンゴム（ＬＳＲ）組成物、および
テキスタイル上に通気性コーティングフィルムを製造する方法に関する。このコーティン
グフィルムは、湿気透過性および防水性を示すことを特徴とする。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　本発明は、テキスタイル、特に織布、不織布または編物および合成皮革における通気性
コーティングフィルムに有用な液状シリコーンゴム（ＬＳＲ）組成物を提供し、
　（Ａ）各分子内に少なくとも２個のアルケニルラジカルを含有する液体ポリジオルガノ
シロキサン１００質量部、
　（Ｂ）該成分（Ａ）中のすべてのアルケニルラジカルの総量に対する当該成分中の珪素
結合水素原子の総数のモル比が０．５：１～２０：１である量の、各分子内に少なくとも
３個の珪素結合水素原子を含有するオルガノハイドロジェンポリシロキサン、
　（Ｃ）成分（Ａ）、成分（Ｂ）、成分（Ｄ）および成分（Ｅ）の合計１００質量部当た
り０．１～１０質量部の熱膨張性マイクロカプセル、
　（Ｄ）ヒドロシリル化触媒、および必要に応じて
　（Ｅ）該成分（Ａ）の量を基準として、０～５０質量部の補強性充填剤、
を含む。
【０００９】
　本発明はまた、（Ｉ）上記の液状シリコーンゴム組成物の調製工程、（ＩＩ）当該組成
物をテキスタイル上に塗布する工程、および（ＩＩＩ）液体シリコーン組成物をテキスタ
イル上で硬化および発泡させる工程を含むことにより、テキスタイル、特に、織布、不織
布または編物および合成皮革上に通気性コーティングを製造する方法を提供する。
【００１０】
　本発明はまた、上記のＬＳＲコーティング組成物を調製し、ＬＳＲコーティング組成物
をテキスタイルに塗布し、成分（Ｃ）を膨張させるのに十分な温度でＬＳＲコーティング
組成物を基材上で加熱して同時に硬化および発泡させ、そしてＬＳＲコーティング組成物
を硬化させることによる、テキスタイル、特に、織布、不織布または編物および合成皮革
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上の通気性コーティングフィルムの製造を提供する。
【００１１】
　本発明のＬＳＲ組成物に含まれ得る成分について、以下にて論議する：
【００１２】
　（Ａ）液体アルケニル含有ポリジオルガノシロキサン
　成分（Ａ）は、各分子内に少なくとも２個の珪素結合アルケニルラジカルを含有する液
体ポリジオルガノシロキサンである。成分（Ａ）の適切なアルケニルラジカルは、２～１
０の炭素原子を含み、この好ましい種類は、例えば、ビニル、アリルおよび５－ヘキセニ
ルである。成分（Ａ）は、アルケニルラジカル以外の珪素結合有機基を有し得る。このよ
うな珪素結合有機基は、代表的には、一価飽和炭化水素ラジカル（好ましくは１～１０の
炭素原子を含む）および一価芳香族炭化水素ラジカル（好ましくは６～１２の炭素原子を
含む）から選択され、これらは置換されないか、または本発明の組成物の硬化を妨害しな
い基、例えば、ハロゲン原子に置換される。珪素結合有機基の好ましい種類は、例えば、
メチル、エチルおよびプロピルのようなアルキル；３，３，３－トリフルオロプロピルの
ようなハロゲン化アルキル；およびフェニルのようなアリールである。
【００１３】
　成分（Ａ）の分子構造は、代表的には直鎖であるが、分子内三価シロキサン単位の存在
により時々分岐され得る。本発明のＬＳＲ組成物を硬化させることにより調製されたエラ
ストマーにおいて有用なレベルの物理的特性を達成するためには、成分（Ａ）の分子量は
、２５℃で少なくとも０．１Ｐａ．ｓの粘度を達成にするのに十分でなければならない。
成分（Ａ）の分子量上限値は特に限定されず、代表的には本発明のＬＳＲ組成物の加工性
によってのみ制限される。
【００１４】
　成分（Ａ）の好ましい実施様態は、２つの末端にアルケニルラジカルを含有するポリジ
オルガノシロキサンであり、化学式Ｉで表される。
【００１５】
　Ｒ'Ｒ''Ｒ'''ＳｉＯ－（Ｒ''Ｒ'''ＳｉＯ）ｍ－ＳｉＯＲ'''Ｒ''Ｒ'　　Ｉ
【００１６】
　式Ｉにおいて、各Ｒ'は、アルケニルラジカルであり、好ましくは２～１０の炭素原子
を含み、例えば、ビニル、アリルおよび５－ヘキセニルである。
【００１７】
　Ｒ''は、エチレン系不飽和を含有せず、そして同一または異なり、それぞれ一価飽和炭
化水素ラジカル（好ましくは１～１０の炭素原子を含む）および一価芳香族炭化水素ラジ
カル（好ましくは６～１２の炭素原子を含む）から選択される。Ｒ''は、置換され得ない
か、または本発明の組成物の硬化を妨害しない基、例えば、ハロゲン原子に置換され得る
。Ｒ'''は、Ｒ'またはＲ''である。ｍは、成分（Ａ）が２５℃で少なくとも０．１Ｐａ．
ｓ、好ましくは０．１～３００Ｐａ．ｓの粘度を有するものと同等の重合度を表す。
【００１８】
　好ましくは、化学式ＩのＲ''およびＲ'''のすべてはメチルである。他の好ましい態様
は、化学式ＩのＲ''およびＲ'''の少なくとも１つまたはＲ''およびＲ'''のほとんどがメ
チルであり、そして残りがフェニルまたは３，３，３－トリフルオロプロピルである。こ
の好ましい態様は、ポリジオルガノシロキサン（成分（Ａ））を調製するのに代表的に用
いられる反応物の利用可能性とこのようなポリジオルガノシロキサンを含む組成物から調
製された硬化されたエラストマーに所望の特性とに基づく。
【００１９】
　末端にのみエチレン系不飽和炭化水素ラジカルを含有する成分（Ａ）の代表的な実施様
態は、ジメチルビニルシロキシ末端ポリジメチルシロキサン、ジメチルビニルシロキシ末
端ポリメチル－３，３，３－トリフルオロプロピルシロキサン、ジメチルビニルシロキシ
末端ジメチルシロキサン－３，３，３－トリフルオロプロピルメチルシロキサン共重合体
、およびジメチルビニルシロキシ末端ジメチルシロキサン／メチルフェニルシロキサン共
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重合体を含むが、これらに制限されない。
【００２０】
　一般的に、成分（Ａ）は、２５℃で少なくとも０．１Ｐａ．ｓ、好ましくは０．１～３
００Ｐａ．ｓの粘度を有する。
【００２１】
　（Ｂ）オルガノハイドロジェンポリシロキサン
　成分（Ｂ）は、以下に述べる成分（Ｄ）の触媒活性下における当該成分中の珪素結合水
素原子と成分（Ａ）中のアルケニル基との付加反応により、成分（Ａ）を硬化させるため
の架橋結合剤として作用するオルガノハイドロジェンポリシロキサンである。成分（Ｂ）
は、成分（Ａ）を満足に硬化させるために、当該成分の水素原子が成分（Ａ）のアルケニ
ルラジカルと十分に反応して網状構造を形成し得るように通常３個以上の珪素結合水素原
子を含有する。この反応によりＬＳＲ組成物が硬化するので、成分（Ａ）が３個以上のア
ルケニルラジカルを有する場合、２個の珪素結合水素原子を有する成分（Ｂ）は、依然と
して架橋結合剤として作用することが容易に理解される。
【００２２】
　成分（Ｂ）の分子配置は特に制限されず、これは直鎖、分岐鎖含有直鎖または環状であ
り得る。当該成分の分子量は特に制限されないが、成分（Ａ）との良好な混和性を得るた
めには、粘度は、好ましくは、２５℃で０．００１～５０Ｐａ．ｓである。
【００２３】
　成分（Ｂ）は、好ましくは、成分（Ａ）中のすべてのアルケニルラジカルの総量に対す
る当該成分中の珪素結合水素原子の総数のモル比が０．５：１～２０：１、好ましくは１
：１～１０：１である量で添加される。この比が０．５：１未満の場合には、十分に硬化
した組成物が得られない。この比が２０：１を超える場合には、硬化した組成物の硬度が
加熱時に増加する傾向がある。
【００２４】
　成分（Ｂ）の例としては以下が挙げられるが、これらに制限されない：
（ｉ）トリメチルシロキシ末端メチルハイドロジェンポリシロキサン、
（ii）トリメチルシロキシ末端ポリジメチルシロキサン－メチルハイドロジェンシロキサ
ン、
（iii）ジメチルハイドロジェンシロキシ末端ジメチルシロキサン－メチルハイドロジェ
ンシロキサン共重合体、
（iv）ジメチルシロキサン－メチルハイドロジェンシロキサンサイクリック共重合体、
（ｖ）（ＣＨ３）２ＨＳｉＯ１／２単位とＳｉＯ４／２単位とで構成された共重合体、お
よび
（vi）（ＣＨ３）３ＳｉＯ１／２単位、（ＣＨ３）２ＨＳｉＯ１／２単位およびＳｉＯ４

／２単位で構成された共重合体。
【００２５】
　（Ｃ）熱膨張性マイクロカプセル
　成分（Ｃ）は、熱可塑性樹脂からなる球形シェルに埋封されている揮発物質を含みそし
て加熱時に膨張する熱膨張性マイクロカプセルである。当該成分のシェルを形成する熱可
塑性樹脂の例としては、ポリエチレン、ポリスチレン、ポリビニルアセテート、ポリビニ
ルクロリド、ポリビニリデンクロリド、ポリアクリロニトリル、ポリメチルメタクリレー
ト、ポリブタジエン、ポリクロロプレン、および他のビニル重合体およびその共重合体；
ナイロン６、ナイロン６６および他のポリアミド；およびポリエチレンテレフタラート、
ポリアセタールおよびこれらのブレンドが挙げられる。熱膨張性マイクロカプセルに埋封
される揮発物質の例としては、ブタン、イソブテン、プロパンおよびその他の炭化水素；
メタノール、エタノールおよび他のアルコール；ジクロロエタン、トリクロロエタン、ト
リクロロエチレンおよび他のハロゲン化炭化水素；およびジエチルエーテル、イソプロピ
ルエーテルおよび他のエーテルが挙げられる。成分（Ｃ）の粒径は、膨張前には好ましく
は５～５０μｍの範囲、最も好ましくは５．０～１５μｍの範囲であり、膨張後には好ま
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しくは５～２００μｍ、最も好ましくは５．０～５０．０μｍの範囲である。粒径が５μ
ｍ未満であれば、良好な水蒸気透過性が得られず、そして５０μｍを超えると、熱可塑性
樹脂中空粒子粉末の強度が、液状シリコーンゴム基材組成物を作成する間に粒子が破壊す
る程度に弱くなる。成分（Ｃ）の配合量は、通常、本発明の組成物中の成分（Ａ）、成分
（Ｂ）、成分（Ｄ）および成分（Ｅ）の合計１００質量部当たり０．１～１０質量部であ
る。この量が０．１質量部未満であれば、良好な水蒸気透過性が得られず、量が１０質量
部を超えると、液状シリコーンゴム基材組成物の粘度が非常に高くて液状シリコーンゴム
基材組成物を加工することができず、および／または硬化したコーティングフィルムの表
面の外観が悪くなる。成分（Ｃ）の量は、成分（Ａ）、成分（Ｂ）、成分（Ｄ）および成
分（Ｅ）の合計１００質量部当たり０．１～５質量部の範囲であることが好ましく、０．
５～１．５質量部の範囲が最も好ましい。
【００２６】
　（Ｄ）ヒドロシリル化触媒
　本発明のＬＳＲ組成物の硬化は、周期律表の白金族から選ばれる金属またはこのような
金属の化合物であるヒドロシリル化触媒である成分（Ｄ）により行われる。金属としては
、白金、パラジウムおよびロジウムが挙げられる。白金および白金化合物が、ヒドロシリ
ル化反応におけるこれらの触媒の高い活性レベルのため、より好ましい。
【００２７】
　好ましい硬化触媒の例としては、白金ブラック、種々の固体支持体上の白金、塩化白金
酸、塩化白金酸のアルコール溶液、および塩化白金酸と液体エチレン系不飽和化合物（例
えば、エチレン系不飽和珪素結合炭化水素ラジカルを含有するオレフィンおよびオルガノ
シロキサン）との錯体が含まれるが、これらに制限されない。塩化白金酸とエチレン系不
飽和炭化水素ラジカルを含有するオルガノシロキサンとの錯体は、米国特許第３４１９５
９３号に記載されている。
【００２８】
　本発明のＬＳＲ組成物中の成分（Ｄ）の濃度は、成分（Ａ）と成分（Ｂ）とを合わせた
質量を基準にして、百万部当たり（ｐｐｍ）で白金族金属０．１～５００質量部である白
金族金属濃度に等価である。
【００２９】
　上記成分（Ａ）、成分（Ｂ）および成分（Ｄ）の混合物は、周囲温度で硬化を開始し得
る。
【００３０】
　本発明のＬＳＲ組成物の作用時間または可使時間（pot life）を延長するために、触媒
の活性を遅延または抑制するための適切な阻害剤が使用され得る。例えば、米国特許第３
９８９８８７号に記載されているようなアルケニル置換されたシロキサンが使用され得る
。サイクリックメチルビニルシロキサンが好ましい。
【００３１】
　白金触媒の公知の阻害剤の他のクラスとしては、米国特許第３４４５４２０号に開示さ
れたアセチレン系化合物が挙げられる。アセチレン系アルコール、例えば、２－メチル－
３－ブチン－２－オールは、２５℃で白金含有触媒の活性を抑制する阻害剤の好ましいク
ラスを構成する。これらの阻害剤を含有する組成物は、代表的には、実用的な速度で硬化
させるために、７０℃以上の温度で加熱することを要する。
【００３２】
　阻害剤濃度が金属１モル当たり阻害剤１モル程度と同程度に低い場合、満足できる貯蔵
安定性および硬化速度を提供する。場合によっては、金属１モル当たり阻害剤５００モル
までの阻害剤濃度が要求される。所定の組成物中の所定の阻害剤についての最適濃度は、
通常の実験により容易に決定される。
【００３３】
　（Ｅ）補強性充填剤
　本発明のＬＳＲ組成物を用いて調製され得るいくつかのタイプの硬化したエラストマー
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を特徴付ける高いレベルの物理的特性を達成するために、微粉シリカのような補強性充填
剤を必要に応じて含むことが望ましい。シリカおよび他の補強性充填剤は、しばしば硬化
性組成物の加工中の「クレーピング（creping）」または「クレープ硬化（crepe hardeni
ng）」と呼ばれる現象を防止するため１つ以上の公知の充填剤処理剤で処理される。
【００３４】
　微粉化されたシリカの形態は、好ましい補強性充填剤である。コロイド状シリカは、代
表的には少なくとも５０ｍ２／ｇの比較的高い表面積のため、特に好ましい。少なくとも
２００ｍ２／ｇの表面積を有する充填剤が、本発明での使用に好ましい。コロイド状シリ
カは沈降型または発煙型であり得る。両方のタイプのシリカが市販されている。
【００３５】
　本発明のＬＳＲ組成物に用いられる微粉シリカまたは他の補強性充填剤の量は、少なく
とも部分的には、硬化したエラストマーに所望される物理的特性により決定される。本発
明のＬＳＲ組成物は、代表的には、ポリジオルガノシロキサン（成分（Ａ））１００質量
部当たり補強性充填剤（例えば、シリカ）０～５０質量部を含む。シリカまたは他の充填
剤の量は、本発明のＬＳＲ組成物の粘度を３００Ｐａ．ｓ以上増加させる量を超えるべき
ではない。
【００３６】
　充填剤処理剤は、加工中にポリジオルガノシロキサン組成物のクレーピングを防止する
ために適用可能な技術分野に開示されているいかなる低分子量有機珪素化合物でもあり得
る。
【００３７】
　処理剤としては、各分子内にジオルガノシロキサンの反復単位を平均２～２０個含有す
る液体ヒドロキシル末端ポリジオルガノシロキサン、ヘキサオルガノジシロキサン、ヘキ
サオルガノジシラザンなどが例示されるが、これらに制限されない。ヘキサオルガノジシ
ラザンは、充填剤処理に用いられる条件下で加水分解されてヒドロキシル基を有する有機
珪素化合物を形成することを意図する。好ましくは、処理剤に存在する珪素結合炭化水素
ラジカルの少なくとも一部は、成分（Ａ）および成分（Ｂ）に存在するほとんどの炭化水
素ラジカルと同一である。少量の水が、加工助剤としてシリカ処理剤とともに添加され得
る。
【００３８】
　処理剤は、シリカまたは他の充填剤粒子の表面に存在する珪素結合ヒドロキシル基と反
応して、これらの粒子間の相互作用を減少させることにより機能すると考えられる。
【００３９】
　充填剤は、作成する前に処理剤で表面処理され得、そして処理された充填剤は市販され
ている。
【００４０】
　処理されていないシリカが充填剤として用いられる場合、充填剤が完全に処理されて均
質な材料に対して均一に分散されるまで、これらの成分とともにブレンドすることにより
、本発明のＬＳＲ組成物の他の成分の少なくとも一部の存在下にて処理剤で処理すること
が好ましい。好ましくは、処理されていないシリカは、成分（Ａ）の存在下にて処理剤で
処理される。
【００４１】
　さらに、本発明のＬＳＲ組成物は、このような組成物に従来用いられる種々の任意成分
、例えば、顔料および／または染料を含有し得る。シリコーンエラストマーまたはコーテ
ィングに適用可能であるが、ヒドロキシル化硬化反応型の付加反応を阻害しないいかなる
顔料および染料でも、本発明に用いることができる。顔料および染料としては、カーボン
ブラック、二酸化チタン、酸化クロム、酸化ビスマスバナジウムなどが挙げられるが、こ
れらに制限されない。本発明の好ましい実施様態において、顔料および染料は、２５：７
５～７０：３０の比率で低粘度を有するポリジオルガノシロキサン（成分（Ａ））に分散
されてなる顔料マスターバッチの形態で用いられる。
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【００４２】
　他の任意成分には、例えば、非補強性充填剤、例えば、珪藻土、石英粉末、アルミナお
よび炭酸カルシウム；難燃剤；および熱および／または紫外線光安定化剤が含まれる。
【００４３】
　調製
　本発明のＬＳＲ組成物は、すべての成分を加えて周囲温度で均一に混合することにより
容易に製造することができる。先行技術分野に記載されたいかなる混合技法および装置で
もこの目的のために使用することができる。使用される特定の装置は、成分の粘度および
最終の硬化性コーティング組成物により決定される。適切な混合機としては、パドル型混
合機、混練機型混合器および混練圧出機が挙げられるが、これらに制限されない。組成物
の早期硬化を避けるために、成分を混合する間中、冷却することが所望され得る。
【００４４】
　成分の混合順序は、本発明では重要ではない。好ましくは、本発明のＬＳＲ組成物を最
初に２つの部分に調製することが好ましく、ここで第１の部分は成分（Ａ）、成分（Ｄ）
および成分（Ｅ）を含み、そして残りの部分は成分（Ｂ）、成分（Ｅ）および、必要に応
じて、ヒドロシリル化触媒の阻害剤を含み、このとき成分（Ｃ）はいずれかの部分に添加
され得る。次いで、２つの部分を室温で混合して、本発明のＬＳＲ組成物を形成する。
【００４５】
　ＬＳＲ組成物の粘度は重要ではない。スクリーンコーティングについて、粘度は、２５
℃で２０～１５０Ｐａ．ｓの範囲である。３Ｐａ．ｓの粘度を有する組成物は、グラビア
コーティングに許容可能であり、そして２００Ｐａ．ｓの粘度を有する組成物はナイフコ
ーティングによりコーティング可能であり得る。
【００４６】
　本発明のＬＳＲ組成物は、ナイフコーティング、ディップコーティング、グラビアコー
ティング、スクリーンコーティング、ラミネーションのような従来の塗布手段により、織
布、不織布または編物（例えば、綿、ポリエステル、ナイロンなど）および合成皮革のよ
うなテキスタイル上にコーティングさせ得る。５０～３００ミクロンの厚いフィルムはラ
ミネーション工程によって得られ、そしてナイフコーティングは、１～１００ミクロンの
厚さを提供する。
【００４７】
　コーティングフィルムを１１０～１８０℃の温度で１０秒～５．０分間加熱する。この
加熱によりＬＳＲコーティング組成物を硬化および発泡させて開放気泡を形成する。
【実施例】
【００４８】
　本発明のコーティング組成物を、以下のような２つのパートＡおよびパートＢの形態で
調製した：
【００４９】
　パートＡとして、Ｖｉ－シロキサン１、発煙シリカ、シラザン、シラザン２および水を
高せん断混合機（Ｔｕｒｅｌｌｏ様の）で１．０～２．０時間混合し、そして真空下で１
８０℃にてストリッピングして均質な混合物を形成した。混合物を室温まで冷却した。熱
膨張性マイクロカプセルをこの混合物と混合し、次いで白金触媒を添加した。この混合物
を濾過してパートＡ組成物を得た。
【００５０】
　パートＢを、Ｖｉ－シロキサン１、Ｖｉ－シロキサン２、発煙シリカ、シラザンおよび
水を高せん断力混合機（Ｔｕｒｅｌｌｏ様の）で１．０～２．０時間混合し、真空下で１
８０℃にてストリッピングし、次いで室温まで冷却して均質な混合物を形成することによ
り調製した。Ｈ－シロキサンおよび阻害剤を、上記の均質な混合物と混合し、そしてこの
混合物を濾過してパートＢ組成物を得た。
【００５１】
　これらの成分の量を、以下の表１に示す。熱膨張性マイクロカプセル（この形態は表２
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に示す）を、パートＡ組成物（熱膨張性マイクロカプセルを含まない）５０質量部とパー
トＢ組成物５０質量部との合計１００質量部当たり０．５質量部の量で添加して、本発明
のコーティング組成物を製造した。
【００５２】
【表１】

【００５３】
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【表２】

【００５４】
　次いで、パートＡ組成物とパートＢ組成物とを混合してポリエステル織物上にコーティ
ングした。コーティングの前に、ポリエステル布を１１０℃で１０秒間予備加熱し、プラ
スチックシート上にコーティングされたコーティング組成物の未硬化のコーティングフィ
ルム上に積層し、１５０℃で２分間加熱して、コーティング組成物を硬化および発泡させ
た。ポリエステル布上のコーティングフィルムは、コーティング質量（ｇ／ｍ２）を表３
に示す厚さを有していた。
【００５５】
　コーティングされたポリエステル布を試験して、その結果を表３に示した。
【００５６】
【表３】

【００５７】
　上記のＬＳＲ基材を、上記の種々の量の熱膨張性マイクロカプセル１と混合して、コー
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ティング組成物を製造した。コーティング組成物をナイフコーティングによりナイロン６
布上にコーティングして、１５０℃の温度で２．０分間硬化させた。コーティングフィル
ムの厚さを以下の表４にコーティング質量として示した。
【００５８】
　コーティングされたナイロン６布を、上記と同一の試験により評価し、そして試験結果
を表４に示す。
【００５９】
【表４】
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